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中核となる専攻等名  医学系研究科分子病態医学専攻 

拠点 リ ー ダ ー 氏名  審 良 静 男 

《拠点形成の概要》 

感染症学と免疫学はそれぞれ急速

な進展を遂げてきたが、分離独立

して発展した結果、感染症成立の

総合的な理解、適切な対策がなさ

れず、新興・再興感染症等の新た

な問題に対して解決法を見出せな

い状態にある。本拠点では、感染

症学と免疫学を対象とし、感染に

対する生体防御システムと病原微

生物を総合科学として表裏一体に

解析することにより、感染病態形

成の包括的な理解と人為的な免疫

系の操作による感染の制御を目的 
とした新たな学問拠点を形成する。そして、その研究成果をトランスレーショナル・

リサーチへと発展させ、感染症予防技術の確立、エイズ、マラリア、細菌感染などの

重要な感染症の克服、アレルギー・自己免疫疾患の克服により、国際社会への直接の

貢献をめざす。また、感染症学と免疫学の両知識を備えた、国際的に活躍できる独創

的な研究者を育成することを目的とし、感染症学・免疫学に特化した国際的な感染症

研究の拠点形成をめざす。 
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